
蔵元のお雛まつり2026

2026年2月27日（金）～3月3日（火）

にょいさんぼう

蔵元の奥座敷「如意山房」
10時～15時　入場料：500円

丸
平
大
木
人
形
店

ま
る
へ
い
お
お
き

　
江
戸
時
代
、
安
永
八
年（
1
7
7
9
年
）創
業
の
京
の
老
舗
人
形

店
。
有
職
故
実
に
の
っ
と
っ
た
衣
裳
や
着
付
け…

細
部
の
一
つ
ひ
と

つ
に
至
る
ま
で
、
繊
細
で
優
美
。
時
代
を
反
映
し
た
気
品
あ
ふ
れ
る

目
元
や
表
情
、
そ
し
て
今
に
も
動
き
そ
う
な
所
作
か
ら
は
、
往
時
の

名
匠
の
力
量
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
頭
、
髪
付
け
、
手
足
、
小
道
具
、
金
襴
、
造
花
な
ど
す
べ
て
に
最
高

の
職
人
た
ち
の
技
を
結
集
し
た
そ
の
人
形
工
芸
品
は
古
く
か
ら
宮
中

や
財
閥
、
各
家
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
丸
平
で
お
人
形
を
誂
え
る
こ
と

は
、
ひ
と
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
蔵

元
は
、
雛
人
形
に
加
え
、
嫡
子
の
誕
生
を
お
祝
い
し
た
五
月
人
形
etc.

も
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。

お着物の方に
プレゼント進呈！

ま
る
へ
い

ま
き
お
か

ぶ
ぜ
ん
の
く
に

　

昨
年
10
月
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
『S

a
lo
n
 d
u
 S
a
k
e
2
0
2
5

』

で『
御
前
酒18

5
9

』が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。時
は
遡
り
、

毎
春
、
奥
座
敷
如
意
山
房
に
飾
る
『
丸
平
』
の
雛
人
形
師
四
代
目
大
木

平
蔵
は
、
明
治
22
年
パ
リ
万
博
博
覧
会
に
出
品
、
金
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　

時
代
を
越
え
て
日
本
伝
統
文
化
の
エ
ス
プ
リ
が
、
世
界
の
文
化
の
中

心
地
パ
リ
に
て
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
事
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、
勝
山
は
文
豪
谷
崎
潤
一
郎
が
疎
開
中
に
小
説
『
細
雪
』
を
執

筆
し
た
事
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
が
、
舞
台
と
な
っ
た
大
阪
・
船
場
・

蒔
岡
家
の
雛
祭
り
の
場
面
で
「
昔
、
悦
子
の
初
雛
の
時
、
京
都
の
丸
平

で
作
ら
せ
た
も
の
」
の
一
文
が
あ
り
ま
す
。
代
々
大
切
に
さ
れ
て
き
た

丸
平
の
豪
華
な
雛
人
形
が
飾
ら
れ
る
様
子
は
日
本
の
伝
統
的
な
季
節
の

移
ろ
い
や
風
習
を
美
し
く
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
受
賞
。「
勝
山
の
お
雛
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会
が
『
第

26
回 

岡
山
芸
術
文
化
賞 

地
域
貢
献
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

毎
春
、
訪
れ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
の
お
か
げ
と
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

加
え
て
、
今
春
は
、
豊
前
国
（
大
分
県
）
江
上
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
塗

り
物
も
展
示
し
て
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

ま
る
へ
い

内裏雛・三人官女　四代目 辻 源一郎 長女寿美子　初雛
四世 大木平蔵　大正元年制作

豊前国（大分県）江上家から寄贈された塗り物童子雛　十五人揃　昭和23年
五代目弥兵衛が長女弘子初雛のために注文。女雛と男雛、
三人官女(女官)、五人囃子(能囃子方・地謡)、随身(武官)、仕丁(雑職)。

第26回
岡山芸術文化賞
地域貢献賞受賞

サロンドサケ2025
最高賞

グランプリ受賞！

時をつなぐ蔵雛飾り
̶ふたつの受賞の喜びと共に̶

同時開催 | 第28回
勝山のお雛まつり
2/27～3/3

★ひしおのお雛まつり2026
「明石麻里子展」 2/22～3/22
（水曜休館）

同時開催 | 第28回　勝山のお雛まつり　2/27～3/3

ひしおのお雛まつり2026 「明石麻里子展」 2/22～3/22（水曜休館）

　

昨
年
十
月
、「
御
前
酒

1
8
5
9

」
は
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
『S
A
L
O
N
  

D
U
  S
A
K
E
 2
0
2
5

』
に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

時
を
遡
れ
ば
、
毎
春
、
奥
座
敷 

如
意
山
房
に
飾
ら
れ
る
『
丸
平
』

の
雛
人
形
師 

四
世 

大
木
平
蔵
氏
も
ま
た
、
明
治
二
十
二
年
の
パ
リ

万
国
博
覧
会
に
出
品
し
、
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

日
本
酒
と
雛
人
形―

―

。

時
を
越
え
て
日
本
伝
統
文
化
の
エ
ス
プ
リ
が
、
世
界
の
文
化
の
中
心
地
・

パ
リ
に
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　
『
丸
平
』
の
雛
人
形
は
、
文
豪 

谷
崎
潤
一
郎
が
勝
山
に
疎
開
中
に

執
筆
し
た
小
説
『
細
雪
』に
も
登
場
し
ま
す
。「
昔
、悦
子
の
初
雛
の
時
、

京
都
の
丸
平
で
作
ら
せ
た
も
の
」
大
阪
・
船
場
の
蒔
岡
家
の
雛
ま
つ
り

の
一
節
に
、
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
、「
勝
山
の
お
雛
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会
が
『
第
26
回 

岡
山
芸
術
文
化
賞 

地
域
貢
献
賞
』
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
毎
春
、

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
と
共
に
、
こ
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
は
加
え
て
、
縁
あ
っ
て
豊
前
国
（
大
分
県
）
江
上
家
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
塗
り
物
も
展
示
し
、
皆
さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

天

地
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